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?一般演題>
１．帰りたいと話すせん妄を起こしている患者と外出は
難しいと話す家族への看護―患者と家族との間で抱え
る看護師のジレンマ―
丸山 英志，? 有坂千賀子，? 藤井 智代?
野田大地（外科)，? 津金澤理恵子?
（１ 公立富岡総合病院 ＰＣＵ）
（２ 緩和ケアチーム）
【はじめに】 癌終末期において,家族は患者を支える存
在であるとともに,患者の病状に伴い,家族自身も心理
的・身体的苦痛を抱える.今回「家に帰りたい」と話す患
者と「連れていけない」と話す家族へ行った看護の事例
を報告する.【症 例】 S氏 78歳男性.肺癌,脳転移・
肝転移の終末期.腰痛にて入院 【家族背景】 高齢の妻
と二人暮らし.長男,長女は独立.長男は他県在住のため
主な連絡先は妻,長女となっていた.【経 過】 体動困
難で車椅子で生活.入院 4日目からせん妄を起こし,辻
褄の合わない会話や「帰る」と興奮して騒いだり,徘徊す
ることが頻回にあった.そんな中でもきちんと会話がで
きることもあり「帰りたい」「世話になった人に手紙を書
いたり渡しておきたい物がある」と話す.看護師はそん
な患者の思いを叶えるため,妻に外出を勧めるが「一人
ではみられない」と話す.長女に協力を依頼すると,動け
ない状態や興奮する様子をみて「こんな状態では無理」
とかたくなに話す.外出を勧めることは家族に負担を与
えるのではないかという思いと「帰りたい」思いを叶え
るために家族に協力して欲しいというジレンマを抱えな
がら外出を勧めた.しかし外出は実現しないまま病院で
最期を迎えた.【考 察】 長女の来院の際には外出の
依頼だけでは無く,長女の思いを確認したいと考えてい
たが,来院することは殆どなかった.S氏の夜間徘徊が続
いたとき,長女に電話で付き添いを依頼すると「父が転
ぶのは仕方がない.それよりも私が途中で事故を起こす
方が困るから病院にはいけない」と話していた.?見られ
ない」と話す長女の思いは介護力だけではなく,患者と
の関係性にもあったのではないかと振り返る.家族の持
つ力,関係性などに配慮して行く事の大切さや,帰りた
いのに帰れない患者の思いや辛さを受けとめるケアの大
切さを今回の事例を通して学ぶ事ができた.
２．終末期の親を持つ小児に対するケア
渡邉 彩子，? 成清 一郎，? 長嶋起久雄?
樋田めぐみ，? 関根 恵，? 村岡やす子?
佐竹 明美?
（１ 日高病院 緩和ケア科）
（２ 同 ４階北病棟）
【はじめに】 ?C の考えが広まり,本人・家族に病名告
知がなされることは多いが,学童期以下の子供に親の病
状説明を行うことは少ない.終末期においては成人家族
の混乱・負担も大きく,家族間でのセルフケアが十分に
機能できない場合もあり,終末期の親を持つ子供の援助
が課題とされる.親の死が近い事を認識させ,その後の
死の受容が行われるよう援助していくには,病状説明と
悲嘆の受け止めが重要であったと思われる症例を報告す
る.【事例１】 32歳,女性.子宮原発脂肪肉腫・多発骨
転移・脳転移.入院時は子供 (5歳男児)に病状説明はさ
れておらず,配偶者も終末期という現実を受け入れられ
ずにいた.脳転移出現に伴う失語・感情表出困難の出現
により子供の表情が硬く,患者のそばに寄れない状態と
なった為説明を行うことを提案.父・祖母立会いの下で
主治医から病状説明を行った.その後は以前と同様に患
者に寄り添い,話しかけ,マッサージするなど行動に変
化が見られた.看取りの場にも立会い,悲嘆反応を経て
現在は元気に生活されている.【事例２】 50歳,男性.
右下腿原発脂肪肉腫・多発肺転移・多発脊髄転移・肝転
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